
「汚染処理水」の海洋放出に反対します 

 

 

福島県民はじめ多くの国民が反対しているにもかかわらず、「汚染処理水」海洋

放出を決定した政府に断固抗議します。 

汚染処理水海洋放出に関するデメリットは、これまで様々取り上げられてきま

した。政府はそれら意見を聞くこと無く、一方的に決定したことに憤りを覚え

ます。 

 

現在の COVID-19（新型コロナウイルス感染症）拡大による影響を国民全体が

受けている中、オリンピックのため、安倍前総理の「汚染水アンダーコントロ

ール発言」を誇示する目的で、復興を進めてきた努力を無にするべきではあり

ません。海洋放出の影響は等しく世界中に拡がります。後の世界を生きる人々

にまで拡がるこの方策は絶対に止めるべきです。 

日本は、COVID-19 対策を取り上げてみても事が起こってからしか対処法を考

えず、右往左往しています。予防原則に則って、日頃から研究することが必要

です。 

 

政府は４月１３日に海洋放出を閣議決定しましたが、今後放出に関する詳細を

詰めていく必要があり、約２年と見積もられています。諦めずに「汚染処理水」

の海洋放出に抗議していきます。 

 

これが原子力発電所事故の一端です。私たちは、二度とこのようなことが起こ

らないよう、脱原発を求める活動を続けます。 
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